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し
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デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
検
索
サ
ー
バ
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
提
供
す
る
画
像
サ

ー
バ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
子
化
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
管
理
す

る
ス
ト
レ
ー
ジ
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
電
子
化
し
た
デ
ー
タ

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
し
や
す
い
形
式
に
加
工
、
登

録
を
し
た
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
絵
図
等
画
像
サ

イ
ズ
の
大
き
な
資
料
は
、Iseem

edia
Im
ageServer

に
よ
り
ｆ
ｐ

ｘ
形
式
で
提
供
し
、
古
典
籍
、
古
文
書
等
の
冊
子
資
料
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
形
式
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

附
属
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
本
学
所
蔵
資
料

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
図
書
館
、
博
物
館
等
の
機
関
や
個
人
が
所

蔵
す
る
資
料
を
も
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
調
査
研
究

や
教
育
利
用
を
行
う
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
画
像
の
素
材
と
な
る

資
料
を
所
蔵
す
る
所
有
者

や
、
素
材
に
著
作
権
が
あ

る
場
合
に
は
そ
の
著
作
権

者
と
の
間
で
、
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
コ
ン

テ
ン
ツ
を
搭
載
し
、
そ
れ

を
利
用
し
て
行
く
上
で
の

権
利
処
理
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ

ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に

搭
載
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
利
用
し
て
、
第
三
者
が

復
刻
出
版
し
た
り
商
業
的

な
利
用
を
し
た
り
す
る
ケ

ー
ス
で
は
、
そ
の
利
用
者

と
の
間
で
利
用
上
の
契
約

を
交
わ
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
（
図
３
）。

・
所
有
者
と
の
覚
書

本
学
で
は
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
著
作
権
の
な

い
古
い
文
書
や
古
典
籍
、

絵
図
な
ど
を
中
心
に
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ

に
搭
載
し
て
き
ま
し
た
。

資
料
を
所
蔵
す
る
所
有
者

と
の
間
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

画
像
化
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
、（
１
）
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
の
権

利
、（
２
）
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
二
次
的
利
用
（
出
版
物
等
へ
の
掲

載
、
複
製
の
展
示
等
）、（
３
）
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
範
囲
（
学

外
、
学
内
、
認
証
等
）、（
４
）
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
複
製
方
法
、

（
５
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
表
示
義
務
、
等
を
内
容
と
す
る
覚
書
を
取

り
交
わ
し
、覚
書
の
内
容
に
従
っ
た
利
用
を
し
て
い
ま
す（
図
４
）。
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本
学
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
本
学
が
所
蔵
す
る
文

書
・
古
典
籍
等
の
文
献
資
料
を
始
め
と
す
る
学
術
研
究
の
素
材
と

な
る
資
料
や
山
陰
地
域
の
図
書
館
、
資
料
館
等
の
機
関
や
個
人
が

所
蔵
す
る
学
術
研
究
の
素
材
と
な
る
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
サ

ー
バ
上
に
蓄
積
・
保
存
し
、
調
査
、
研
究
、
教
育
、
公
開
講
座
、

講
演
会
等
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
主
な
機
能
は
次
の
三
点

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
機
能

★
調
査
・
研
究
・
教
育
支
援

デ
ジ
タ
ル
画
像
化
し
た
資
料

を
利
用
し
た
調
査
や
学
術
研
究
を
支
援
し
ま
す
。
資
料
現
物
を
参

照
し
な
く
て
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
搭
載
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を

使
っ
て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
複

数
の
研
究
者
が
同
時
に
同
じ
資
料
を
使
っ
て
共
同
で
調
査
・
研
究

を
進
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

★
利
用
促
進

メ
タ
デ
ー
タ
（
検
索
の
手
が
か
り
と
な
る
情

報
）
を
付
与
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
上
で
利
用

で
き
る
た
め
、
資
料
現
物
を
利
用
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
調
査
、

研
究
、
教
育
に
お
け
る
貴
重
資
料
の
利
用
環
境
（
時
間
、
コ
ス
ト
、

比
較
検
証
等
）
が
大
幅
に
改
善
で
き
ま
す
。

★
保
存
対
策

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
学
術
研
究
の
素

材
で
あ
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
、
研
究
や
教
育
の
た
め
に
代

替
利
用
す
る
こ
と
で
、
資
料
現
物
の
劣
化
や
損
傷
を
回
避
す
る
こ

附
属
図
書
館
で
は
、
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
学
内
外
の
歴
史
的
・
学
術
的

な
貴
重
資
料
や
地
域
資
料
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
収
集
、
蓄
積
・
保
存
し
、
大
学
や
地
域

社
会
に
お
け
る
調
査
、
研
究
、
教
育
活
動
の
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
築
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
シ
ス
テ
ム
構
築
を
完
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
搭
載
さ
れ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
利
用
し
た
調
査
・
研
究
や
教
育
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
去
る
九
月
三
十
日
に
、

学
長
を
始
め
学
内
関
係
者
へ
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
集
で
は
、
本
学
の
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
機
能
と
特
徴
、
収
録
さ
れ
て
い
る
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

・
特
徴

本
学
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
特
徴
は
次
の
四
点
に
集
約

で
き
ま
す
（
図
１
）。

■
公
開
ス
テ
ー
タ
ス
別
利
用

コ
ン
テ
ン
ツ
の
性
格
・
状
態

に
応
じ
て
、
公
開
ス
テ
ー
タ
ス
（
学
外
公
開
・
学
内
公
開
・
館
内

利
用
・
認
証
利
用
・
非
公
開
）
を
付
与
で
き
る
た
め
、
一
般
公
開

が
で
き
な
い
調
査
・
研
究
途
上
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
学
内
限
定

公
開
や
ユ
ー
ザ
認
証
機
能
に
よ
り
利
用
者
を
限
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
調
査
・
研
究

な
ど
多
様
に
活
用
が
で
き
ま
す
。

■
共
同
・
調
査
研
究
支
援

調
査
・
研
究
グ
ル
ー
プ
の
構
成

員
に
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
外
の
共
同
研
究

者
を
含
む
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
同
時
に
同
じ
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を

使
っ
て
効
率
的
に
共
同
調
査
や
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
公
開
ス
テ
ー
タ
ス
の
変
更

調
査
・
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
対
応

し
て
、
公
開
ス
テ
ー
タ
ス
を
制
御
で
き
る
た
め
、
調
査
終
了
、
研
究

成
果
公
開
後
、
学
外
へ
の
一
般
公
開
も
容
易
に
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
地
域
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

地
域
の
図
書
館
、
資
料
館
等
の

機
関
や
個
人
が
所
蔵
す
る
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ

す
る
こ
と
で
、
貴
重
な
学
術
資
料
の
発
掘
と
調
査
、
研
究
や
教
育

利
用
を
促
進
さ
せ
、
原
資
料
画
像
や
研
究
成
果
の
公
開
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
文
化
遺
産
を
広
く
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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要
方
』（
上
記
三
点
は
写
本
）、
加
善
の
手
術
記
録
で
あ
る
『
奇
患

並
大
患
図
』
な
ど
の
貴
重
な
史
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
堀
文
庫
（
解
説：

法
文
学
部
教
授
　
田
中
則
雄
）

一
九
九
四
年
に
津
和
野

町
の
堀
幸
清
氏
か
ら
本
学

へ
寄
贈
さ
れ
た
江
戸
小
説

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
の
書
物
群
は
、
津
和
野

で
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
営
業
し
て
い
た
貸

本
屋
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、

〈
読
本
（
よ
み
ほ
ん
）〉、

〈
実
録
〉
と
呼
ば
れ
る
江

戸
の
本
格
的
小
説
を
中
心

に
一
、
八
一
八
冊
を
有
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
頃
の

貸
本
屋
は
現
在
の
図
書
館
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
当
文
庫

の
書
物
に
は
、
貸
本
屋
の
蔵
書
印
、
読
者
に
よ
る
落
書
き
や
手
垢

な
ど
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
当
時
の
町
の
人
々
の
読
書

生
活
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
に
大
き
な
価
値

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
特
に
読
本
に
関
し
て
は
初
刷
本
（
初
刷
本
は

概
し
て
丁
寧
に
作
ら
れ
刷
り
も
良
い
）
が
多
く
、
日
本
文
学
の
原

本
を
使
っ
た
演
習
・
講
読
の
授
業
、
研
究
の
た
め
の
底
本
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

○
歌
書
（
桑
原
文
庫
）（
解
説：

法
文
学
部
教
授
　
蘆
田
耕
一
）

桑
原
羊
次
郎
（
一
八
六
四
―
一
九
五
五
）
旧
蔵
書
を
島
根
大
学

が
昭
和
三
四
年
に
購
入
し
た
桑
原
文
庫
約
三
、
〇
〇
〇
冊
の
な
か

に
含
ま
れ
る
歌
書
で
、『
結
題
百
首
』、『
禁
裏
御
着
到
和
歌
』、

『
後
鳥
羽
院
百
首
』、『
遠
嶋
百
首
』」
な
ど
約
一
〇
〇
冊
か
ら
構
成

さ
れ
、
後
鳥
羽
院
関
係
の
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
中

に
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
松
平
五
代
藩
主
の
松
平
宣
維
に

伏
見
宮
家
の
岩
姫
が
京
都
か
ら
輿
入
れ
す
る
時
に
嫁
入
道
具
と
し

て
持
参
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、「
嫁
入
り
本
」
と
も

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
歌
書
は
『
源
氏
物
語
』
と
と
も
に
当
時
に
お

け
る
姫
君
教
育
の
必
須
の
書
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
歌
書
は
、
良
質

な
鳥
の
子
紙
を
使
い
、
表

紙
の
見
返
し
は
銀
地
に
金

砂
子
を
ち
り
ば
め
た
豪
華

な
も
の
で
、
形
状
は
ほ
ぼ

正
方
形
の
枡
形
本
で
、
中

世
ま
で
の
歌
集
・
物
語
に

多
く
見
ら
れ
る
列
帖
装
で

装
丁
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
自
然
地
理
・
教
材
関
係

（
資
料
提
供：

教
育
学
部
教
授
　
林
　
正
久
）

授
業
や
公
開
講
座
等
に
お

け
る
高
精
細
画
像
デ
ー
タ
や

デ
ジ
タ
ル
画
像
教
材
の
事
例

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
の
有
効
性
の
検
証
を

行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
容

量
や
学
内
外
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
負
荷
、認
証
機
能
や
保
存
、

画
像
デ
ー
タ
の
ラ
イ
セ
ン
ス

対
応
な
ど
が
課
題
で
す
。

cf.

自
然
地
理
画
像
デ
ー

タ
・
教
材
画
像
コ
ン
テ
ン
ツ
、
航
空
写
真
等

○
明
治
初
年
島
根
県
の
農
具
図
解
お
よ
び
漁
具
図
解

（
解
説：

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
　
廣
嶋
清
志
）

国
内
の
先
進
技
術
の
交
流
・
普
及
を
目
指
し
た
明
治
政
府
は
明

治
十
年
（
一
八
七
七
）、
内
国
勧
業
博
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
第
二
回
（
明
治
十
四
年
〈
一
八
八
一
〉）
に
島
根
県
庁
か
ら

は
、
県
内
（
現
在
の
鳥
取
県
を
含
む
）
の
豊
富
な
農
具
お
よ
び
漁

具
一
八
五
点
の
形
状
、
利
用
方
法
を
詳
細
に
記
録
し
た
農
具
図
解

お
よ
び
漁
具
図
解
が
出
品
さ
れ
、
後
者
は
の
ち
に
受
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
二
つ
の
出
品
物
は
現
在
所
在
不
明
で
す
が
、
後
者
の
下
書

き
が
東
京
の
古
書
店
に
今
年
三
月
に
売
り
に
出
さ
れ
、
現
在
購
入

交
渉
中
で
す
。
前
者
の
写
し
は
す
で
に
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の

田
中
文
庫
に
「
島
根
県
内
農

具
図
解
　
完
」
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
両
者
の
写
し
お
よ

び
下
書
き
が
島
根
大
学
附
属

図
書
館
に
揃
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
今
年

度
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
研
究

室
か
ら
彩
色
の
豊
か
さ
も
見

な
が
ら
、
た
た
ら
製
鉄
と
も

関
わ
る
農
漁
業
の
技
術
、
農

漁
村
社
会
・
言
語
な
ど
の
研
究
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・
地
域
の
貴
重
資
料

○
出
雲
市
立
大
社
図
書
館
所
蔵

の
歌
書
（
解
説：

法
文
学
部

教
授
　
蘆
田
耕
一
）

『
八
雲
琴
譜
（
や
く
も
こ
と

の
ふ
み
）』
は
、
中
山
琴
主
が

出
雲
大
社
に
参
詣
し
、
神
託
を

得
て
創
案
し
た
『
八
雲
琴
』
と

称
す
る
二
弦
琴
の
詞
章
集
で

す
。
編
者
は
琴
主
。
安
政
六
年

（
一
一
五
八
）
に
初
版
が
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。『
八
雲
琴
二

百
吟
』
と
い
う
出
雲
歌
人
の
詠

歌
が
見
ら
れ
る
の
も
有
益
で

す
。『

文
久
二
年
八
百
首
』
は
、

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
紀

伊
の
西
田
惟
恒
が
各
地
の
歌
人

詠
八
百
首
を
歌
題
ご
と
に
分
類

し
て
編
集
し
た
も
の
で
、
出
雲

歌
人
が
数
多
く
見
ら
れ
、
現
存

は
数
本
し
か
知
ら
れ
ず
貴
重
な

資
料
で
す
。
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・
現
況

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

現
況
を
、
資
料
グ
ル
ー
プ
別
及
び
公
開
範
囲
別
に
ま
と
め
た
も
の

が
表
１
、
表
２
で
す
。
表
１
の
寄
託
資
料
と
あ
る
の
は
、
学
外
機

関
や
個
人
が
所
蔵
す
る
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
寄
託
資
料
、
本
学
所
蔵
資
料
合
わ
せ
て
、
約

一
、
一
〇
〇
冊
、
約
五
一
、
〇
〇
〇
コ
マ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
録

し
て
い
ま
す
。
表
２
の

公
開
範
囲
別
に
収
録
コ

ン
テ
ン
ツ
を
見
る
と
、

現
在
は
学
外
公
開
さ
れ

て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、
コ
マ
数
で
一
〇
％

強
で
す
が
、
今
後
、
資

料
の
調
査
・
研
究
が
進

む
に
つ
れ
て
、
学
外
公

開
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

・
課
題

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
用
価
値
を
高
め
、
調
査
・
研

究
・
教
育
等
に
十
分
に
利
活
用
す
る
た
め
に
は
、
収
録
コ
ン
テ
ン

ツ
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
、
以
下
の
諸
課
題
を

順
次
、
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
容
量

学
外
研
究
者
と
の
共
同
研
究

も
視
野
に
い
れ
て
収
録
し
て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
は
、
一
フ
ァ
イ

ル
一
〇
〇
Ｍ
Ｂ
前
後
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

容
量
は
学
内
の
高
速
Ｌ
Ａ
Ｎ
上
で
有
効
で
す
が
、
学
外
か
ら
の
利

用
で
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ペ
ー
ジ
単

位
で
の
分
割
送
信
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
す
。

■
利
用
認
証

ユ
ー
ザ
認
証
で
は
、
図
書
館
利
用
者
Ｉ
Ｄ
と

共
用
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
安
全
性
と
利
便
性
を
両
立
で
き

る
統
合
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
す
。

■
利
用
条
件
表
示

寄
託
資
料
で
は
、
提
供
者
に
よ
り
利
用

条
件
が
資
料
ご
と
に
個
別
に
指
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
利
用

条
件
の
表
示
方
法
の
整
備
と
こ
れ
ら
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
シ
ス

テ
ム
改
良
が
必
要
で
す
。

■
提
供
形
態
と
種
別

現
在
、
提
供
で
き
る
電
子
画
像
デ
ー

タ
は
、
冊
子
等
の
紙
媒
体
か
ら
Ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
形
式
を
通
し
て
変
換
し

た
も
の
で
、
資
料
種
別
に
よ
り
適
切
な
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
の
提
供

も
検
討
課
題
で
す
。
収
録
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
と
と
も
に
、
多
様

な
グ
ル
ー
プ
化
や
利
用
区
分
設
定
な
ど
へ
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

■
資
料
電
子
化
経
費
の
確
保

本
学
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料

や
地
域
資
料
を
計
画
的
に
電
子
化
し
、
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
提

供
す
る
こ
と
は
、
本
学
が
地
域
の
学
術
情
報
拠
点
と
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
た
め
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
安
定
的
、
継
続
的
な
予
算
措
置
や
設
備
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・
本
学
所
蔵
資
料

○
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
関
係
資
料

（
解
説：

法
文
学
部
教
授
　
長
岡
真
吾
）

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
自
筆
書
簡
を
実
画
像
・
翻
刻
・
翻

訳
の
三
種
類
の
形
式
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ー
ン
が
新
聞
記
者
時
代
に
寄
稿
し
て
い
た
一
八
七
〇
―
八
〇
年
代

の
米
国
新
聞
や
ハ
ー
ン
関
係
古
書
に
つ
い
て
も
、
研
究
資
料
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
は
ハ
ー
ン

研
究
の
み
な
ら
ず
、

十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ

研
究
全
般
に
お
い
て

利
用
価
値
の
高
い
ア

ー
カ
イ
ブ
で
す
。

○
大
森
文
庫

（
解
説：

島
根
大
学
理
事
、
附
属
病
院
長
　
小
林
祥
泰
）

附
属
図
書
館
医
学
分
館
の
大

森
文
庫
は
、
華
岡
青
洲
の
医
学

塾
で
あ
る
大
坂
の
「
合
水
堂
」

に
出
掛
け
て
医
学
修
業
を
行
っ

た
出
雲
国
母
里
藩
の
大
森
泰
輔

（
不
明
堂
三
楽
）や
婿
養
子
で
あ

る
大
森
加
善
（
三
益
）
が
そ
こ

で
治
療
し
た
乳
岩
手
術
の
記
録

の
詳
細
な
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
多
く

の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
著
作
を
す
る
こ
と
の

殆
ど
な
か
っ
た
華
岡
青
洲
の
事
蹟
を
読
み
解
く
う
え
で
貴
重
な
史

料
で
す
。
天
保
か
ら
慶
応
に
至
る
江
戸
時
代
後
期
の
出
雲
国
の
医

療
事
情
、
文
化
シ
ー
ン
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
泰
輔
の
日
記
『
南
遊
雑
記
』、『
累
年
雑
記
』、『
他
国
雑

記
』、
華
岡
家
秘
書
の
『
乳
岩
辨
症
』、『
瘍
科
瑣
言
』、『
青
洲
撮

4
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表2 収録コンテンツ数・公開範囲別
（2008.10.8現在）

表1 収録コンテンツ数・資料グループ別
（2008.10.8現在）

1 学外 97 4,833

2 学内 496 22,369

3 館内 4 152

4 ユーザ 548 23,779

5 非公開 7 120

No 公開範囲 冊数 コマ数
1 貴重資料 25 649
2 林家文書 122 4,853
3 松江図書館 4 191
4 桑原文庫 165 9,424
5 熊谷家文書 354 11,938
6 坂根家文書 94 5,195
7 寺本家文書 28 977
8 田中文庫 3 281
9 海野文庫 2 163
11 旧制松高 4 220
13 大森文庫 100 5,382
14 寄託資料 77 1,423
15 今浦文書 129 5,497
16 堀文庫 9 248
17 調査資料 36 4,812

合計 1,152 51,253

No 資料グループ 冊数 コマ数
現
況
と
今
後
の
課
題

特
徴
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
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年
（
一
六
七
五
）
に
綱
隆
が
没
し
て
養
法
院
と
名
乗
り
、
以
来
、

松
江
の
春
日
村
に
隠
居
し
余
生
を
過
ご
す
。
四
代
藩
主
と
な
っ
た

わ
が
子
吉
透
が
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
わ
ず
か
一
年
余
の

在
位
で
急
死
し
た
後
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
七
七
歳
で
没

し
た
。

（
参
考：

『
島
根
県
大
百
科
事
典
』
昭
和
五
七
・
七
　
山
陰
中
央
新
報
社
）

関
連
資
料
に
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』

（
写
本
一
軸
）
が
あ
る
。『
山
下
水
』
の
書
写
か
ら
二
年
後
の
元
禄

十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
七
月
下
旬
、
七
〇
歳
を
迎
え
た
養
法
院
が

書
写
し
た
と
の
奥
書
を
有
す
。

元
禄
庚
辰
／
文
月
下
旬
／
養
法
七
十
歳
／

（
朱
印
Ａ
）（
朱
印
Ｂ
）

但
し
外
題
・
内
題
と
も
に
な
く
、
書
名
は
所
蔵
者
が
整
理
の
た

め
に
付
し
た
も
の
か
。
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
季
節
を
追
っ
て

十
二
首
の
和
歌
が
配
さ
れ
、
詞
書
は
折
々
の
生
活
に
即
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
和
歌
は
養
法
院
の
自
詠
で
は
な
く
、
す
べ
て
先

行
の
歌
集
に
既
出
の
も
の
で
あ
る
。奥
書
の
後
に
存
す
る
朱
印
は
、

朱
印
Ａ
が
「
松
江
」、
朱
印
Ｂ
が
「
換
鵝
」
と
判
読
で
き
る
。

こ
の
朱
印
Ｂ
が
稽
古
有
文
館
蔵
本
『
山
下
水
』
の
朱
印
Ｂ
「
換

鵝
」
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
資
料
の
軸
装
の
体
裁
や
料

紙
が
稽
古
有
文
館
蔵
本
に
酷
似
す
る
上
、
特
徴
的
な
字
体
を
共
通

し
て
使
用
す
る
点
な
ど
か
ら
み
て
、二
本
は
同
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
は
と
も
に
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
養

法
院
が
書
写
し
た
真
筆
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
山
下
水
』（
写
本
一
冊
、
鷹
四
八

七
）
に
は
、
稽
古
有
文
館
蔵
本
に
み
ら
れ
る
養
法
院
の
跋
文
が
存

す
る
も
の
の
、
末
尾
の
「
養
法
尼
識
焉
」
の
部
分
、
お
よ
び
二
種

の
朱
印
は
み
ら
れ
ず
、
次
の
よ
う
な
朱
書
に
よ
る
書
写
奥
書
が
あ

る
。

従
保
実
朝
臣
一
覧

此
一
冊
本
紙
一
巻
為
便
覧
豊
泰
書
写

安
政
二
年
弥
生
十
八
日
　
　
（
花
押
）

こ
れ
に
よ
っ
て
書
陵
部
蔵
本
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三

月
十
八
日
、「
保
実
」
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
と
は
巻
子
本
だ
っ

た
書
を
、「
豊
泰
」

が
閲
覧
の
便
を
図

る
た
め
に
書
写

し
、
現
在
の
体
裁

に
仕
立
て
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
書
写
者

の
「
豊
泰
」
は
、

安
政
期
の
鷹
司
政

通
・
輔
熙
父
子
に

よ
る
書
写
蒐
集
活

動
に
加
わ
っ
た

「
源
豊
泰
」
で
、

政
通
の
和
歌
の
門

人
で
あ
る
（
中
村

一
紀
氏
「
鷹
司
家

文
庫
の
書
誌
的
研

究
」〈『
書
陵
部
紀

要
』
四
四
　
平
成

五
・
三
〉）。

つ
ま
り
こ
れ
ま

で
存
在
が
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
稽

古
有
文
館
蔵
本
こ

そ
が
、
書
写
者
で

あ
る
綱
隆
側
室
養

法
院
の
真
筆
資
料

で
あ
り
、
書
陵
部
蔵
本
は
稽
古
有
文
館
蔵
本
も
し
く
は
そ
の
形
態

を
留
め
た
本
に
よ
り
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
陵
部
蔵
本
と
比
較
し
て
稽
古
有
文
館
蔵
本
は

非
常
に
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明

ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
江
戸
初
期
の
松
江
藩
主
周
辺
の
和

歌
事
蹟
を
探
る
上
で
も
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
や
ま
ざ
き
　
ま
さ
か
つ
）

島根県立図書館蔵
『養法院実筆和歌集』末尾

県立図書館所蔵『養法院実筆和歌集』 稽古有文館蔵『山下水』

宮内庁書陵部蔵『山下水』冒頭宮内庁書陵部蔵『山下水』末尾
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鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
篦
津
に
あ
る
河
本
家
稽
古
有
文
館
に
お

い
て
『
山
下
水
』
と
い
う
写
本
一
軸
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
出

雲
松
江
藩
第
二
代
藩
主
松
平
綱
隆
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
中
心
に

四
十
七
首
の
和
歌
を
撰
ん
で
構
成
し
た
私
撰
集
で
あ
り
、『
和
歌

大
辞
典
』（
昭
和
六
十
一
・
三
　
明
治
書
院
）
に
「
書
陵
部
蔵
の

孤
本
（
他
に
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
唯
一
の
本
）」
と
記
さ
れ
て

い
る
書
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
（『
国
書
総
目
録
』
に
も
記
載

あ
り
）。

こ
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
お
よ
び
本
書
の
書
写
者
で
あ
る
綱

隆
側
室
養
法
院
の
関
連
資
料
（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
養
法
院
実

筆
和
歌
集
』）
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
稽
古
有
文
館
蔵
本
こ
そ
が
養
法
院
真
筆
本
で
あ
り
、

書
陵
部
蔵
本
は
後
の
転
写
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
紹

介
を
行
う
。

河
本
家
は
、
初
代
河
本
弥
兵
衛
隆
任
は
尼
子
家
重
臣
、
三
代
長

兵
衛
は
堀
尾
吉
晴
の
孫
娘
、
菊
姫
を
娶
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
家
で

あ
る
。
五
代
弥
三
右
衛
門
の
時
、
篦
津
に
転
居
。
十
三
代
芳
蔵
が

家
宅
に
「
稽
古
有
文
館
」
の
館
号
を
付
け
た
。
鳥
取
県
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
河
本
家
住
宅
は
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の
建

築
。
歴
代
の
当
主
は
大
庄
屋
な
ど
を
務
め
る
こ
と
が
多
く
、
八
〇

〇
点
以
上
の
古
典
籍
や
数
千
点
に
及
ぶ
古
文
書
が
所
蔵
保
管
さ
れ

て
い
る
。

稽
古
有
文
館
蔵
本
末
尾
に
存
す
る
跋
文
に
よ
り
、『
山
下
水
』

の
成
立
、
撰
者
松
平
綱
隆
お
よ
び
書
写
者
養
法
院
に
つ
い
て
判
明

す
る
こ
と
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
『
山
下
水
』
の
撰
者
・

成
立
年
次

二
代
松
江
藩
主
松
平
綱

隆
撰
。
成
立
年
次
未
詳
。

「
侍
従
綱
隆
君
ま
た

御
親
に
そ
ひ
ま
し

け
る
比
よ
り
、
し
き
し

ま
の
道
を
た
し
み
和
哥

の
浦
の
玉
藻
を
か
き
あ

つ
め
給
ふ
、
今
此
一
巻

は
、
神
歌
に
始
て
二
聖

六
哥
仙
ま
て
も
ら
さ
す

し
る
し
給
ひ
、
山
下
水

と
名
つ
け
て
几
上
の
珍

玩
と
な
し
給
ふ
」

◎
書
写
の
い
き
さ
つ

綱
隆
側
室
養
法
院
が
、

人
の
求
め
に
よ
り
綱
隆
撰

の
『
山
下
水
』
を
臨
書
し
、

後
序
（
跋
文
）
を
付
し
た

も
の
。「

人
の
も
と
め
ふ
せ

く
に
よ
し
な
く
お
よ
は

す
な
か
ら
臨
書
し
侍
る

事
、
か
つ
は
お
そ
れ
か
つ
は
や
さ
し
く
て
硯
の
海
の
か
は
く
ま

て
よ
し
あ
し
原
の
末
の
世
の
そ
し
り
を
も
わ
き
ま
へ
す
、
つ
た

な
き
筆
を
染
、
是
を
後
序
と
な
し
侍
る
者
也
」

◎
書
写
年
次

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
一
月
（
養
法
院
六
八
歳
）。

「
時
に
元
禄
戊
寅
年
陽
復
の
月
穀
旦
／
養
法
尼
識
焉
／

（
朱
印
Ａ
）（
朱
印
Ｂ
）」

◎
朱
印

朱
印
Ａ
は
「
養
法
」、
朱
印
Ｂ
は
「
換
鵝
」
と
判
読
で
き
る

（
朱
印
Ｂ
は
能
書
家
と
い
わ
れ
た
養
法
院
の
、
書
聖
・
王
羲
之
の

故
事
を
ふ
ま
え
た
落
款
印
か
）。

全
体
的
に
は
前
半
・
後
半
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
前
半

冒
頭
に
は
、
跋
文
に
「
神
歌
に
始
て
」
と
あ
る
ご
と
く
『
日
本
書

紀
』
に
み
え
る
伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
の
歌
が
置
か
れ
る
。
こ
れ

以
降
は
す
べ
て
『
古
今
和
歌
集
』
に
み
え
る
歌
で
、
仮
名
序
の
排

列
に
基
づ
き
和
歌
の
始
め
や
六
義
を
示
す
歌
、
や
は
り
跋
文
に
い

う
「
二
聖
六
哥
仙
」
な
ど
代
表
的
歌
人
の
歌
で
構
成
さ
れ
る
。
続

く
後
半
は
巻
頭
・
巻
末
歌
を
配
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
全
体
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
解
釈
上
留
意
す
べ
き
歌
群
で
構
成
し
て
い
る
。

な
お
、『
山
下
水
』
と
い
う
書
名
は
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序

の
「
す
べ
て
千
う
た
は
た
ま
き
、
名
づ
け
て
こ
き
む
わ
か
し
ふ
と

い
ふ
、
か
く
こ
の
た
び
あ
つ
め
え
ら
ば
れ
て
、
山
し
た
水
の
た
え

ず
、
は
ま
の
ま
さ
ご
の
か
ず
お
ほ
く
つ
も
り
ぬ
れ
ば
、
い
ま
は
あ

す
か
が
は
の
せ
に
な
る
う
ら
み
も
き
こ
え
ず
さ
ざ
れ
い
し
の
い
は

ほ
と
な
る
よ
ろ
こ
び
の
み
ぞ
あ
る
べ
き
」の
部
分
を
由
来
と
す
る
。

松
平
綱
隆
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、
松
江
藩
初
代
藩
主

直
政
の
嫡
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
る
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

父
の
死
去
に
よ
り
家
督
を
継
ぎ
、
松
江
藩
二
代
藩
主
と
な
る
。
延

宝
三
年
（
一
六
七
五
）
急
病
の
た
め
松
江
に
て
没
（
四
五
歳
）、

宝
山
院
と
号
さ
れ
た
。

養
法
院
は
、
綱
隆
と
同
年
の
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
生
ま
れ
。

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
綱
隆
の
側
室
と
な
り
「
御
国
御
前
」
と

呼
ば
れ
た
。
父
は
直
政
に
仕
え
た
祐
筆
平
賀
半
助
で
、
そ
の
父
に

習
っ
た
筆
跡
は
流
麗
で
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
延
宝
三

河
本
家

稽
古
有
文
館
蔵

『
山
下
水
』

関
連
記
事

山

真
克
（
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）

1
特
集

稽古有文館蔵『山下水』末尾 稽古有文館蔵『山下水』冒頭

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ



宗
門
改
帳
の
利
用

谷
家
文
書
の
宗
門

改
帳
は
、
上
に
述

べ
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

が
一
八
六
三
（
文
久
三
）

年
と
い
う
一
時
点
に
限
ら

れ
て
い
て
、
歴
史
的
変
化

を
把
握
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ

不
可
能
と
い
う
欠
点
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
地
域

的
規
模
は
人
口
三
万
人
を

超
え
、
村
数
か
ら
見
て
、

石
見
国
四
五
一
村
の
一

四
％
に
あ
た
る
（
表
１
）。

人
口
規
模
で
は
、
日
本
に

残
る
最
大
の
諏
訪
藩
宗
門

改
帳
（
五
万
八
千
人
）
に

次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
の

地
域
的
範
囲
の
広
さ
と
同

時
性
か
ら
、
地
域
的
差
異

が
ど
の
程
度
存
在
す
る
か

を
詳
し
く
比
較
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
同
じ
時
期
に
同
じ

支
配
（
幕
府
直
轄
領
）
で

あ
り
な
が
ら
、
宗
門
改
帳
の
書
き
方
、
た
と
え
ば
、
宗
門
改
帳
の

題
名
自
体
が
村
に
よ
り
か
な
り
異
な
る
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
行
政
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

の
よ
う
な
一
時
点
の
資
料
は
、
歴
史
人
口
学
で
も
最
近
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
一
時
点
の
状
態
か
ら
過

去
の
変
化
を
読
み
取
る
方
法
が
使
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
家

で
二
五
歳
の
女
性
と
三
歳
の
そ
の
子
供
が
同
居
し
て
い
る
場
合
、

女
性
が
三
年
前
の
二
二
歳
の
と
き
に
子
供
を
産
ん
だ
と
考
え
る

（
年
齢
同
居
児
法
）
と
か
、
あ
る
村
で
各
人
の
初
婚
年
齢
は
分
か

ら
な
く
て
も
年
齢
別
の
既
婚
者
の
割
合
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
村
の
平
均
初
婚
年
齢
を
計
算
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
で
出
生

9
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や
物
資
の
調
達
に
応
じ
る
た
め
に
大
わ
ら
わ
で
あ
り
、
同
時
に
宗

門
改
帳
の
作
成
と
い
う
面
倒
な
作
業
を
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難

で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

は
当
初
、
作
成
さ
れ
た
宗
門
改
帳
が
様
々
な
事
情
で
こ
れ

だ
け
し
か
残
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
き
た
が
、
銀
山

領
の
社
会
的
動
揺
を
考
え
る
と
、
実
際
作
ら
れ
た
も
の
が
ほ
ぼ
こ

れ
だ
け
し
か
な
か
っ
た
、
ま
た
以
後
の
宗
門
改
帳
も
慶
応
年
間
長

州
民
政
下
で
作
成
が
指
示
さ
れ
る
ま
で
銀
山
領
の
ほ
と
ん
ど
の
村

で
中
断
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
傾
い
て
い
る
。

一
八
六
四
年
の
宗
門
改
帳
は
表
紙
に
す
べ
て
文
久
四
年
三
月
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
実
は
文
久
は
二
月
十
九
日
で
終
わ
り
、
三
月
に

は
元
治
に
元
号
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
宗
門
改
帳
は

二
月
十
九
日
以
前
に
作
ら
れ
代
官
所
に
届
い
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
し
、
少
な
く
と
も
書
き
換
え
る
暇
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
宗
門
改
帳
と
一
緒
に
熊
谷
家
文
書
に
五
人
組
帳
が
存
在
し
、

こ
れ
ら
で
は
一
八
六
四
年
が
皆
無
で
、
一
八
六
三
年
の
も
の
が
少

な
く
、
む
し
ろ
一
八
六
五
、
六
六
年
の
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
見
て
も
、
と
く
に
一
八
六
五
、
六
六
年
に
宗
門
改

帳
を
作
れ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
代
官
所
に
提
出
で
き
な
か
っ
た

村
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
島
根
大

学
所
蔵
の
坂
根
家
文
書
の
村
役
人
宅
に
控
え
と
し
て
残
さ
れ
て
い

た
宗
門
改
帳
で
は
、
同
じ
石
見
銀
山
領
内
の
忍
原
村
は
一
八
六
四

（
文
久
四
）
年
が
存
在
し
な
い
が
、
一
八
六
五
、
六
六
年
は
存
在

す
る
し
、
別
府
村
は
一
八
六
〇
―
七
〇
年
の
間
、
途
切
れ
て
お
ら

ず
、
そ
れ
は
そ
れ
で
驚
異
的
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
宗
門
改

帳
の
残
り
具
合
そ
の
も
の
が
、
銀
山
領
の
動
揺
の
程
度
を
反
映
し

て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
興
味
あ
る
事
実
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

八
六
六
年
、
長
州
軍
は
七
月
二
十
四
日
に
は
温
泉
津
に
到

着
し
、
長
州
藩
民
政
を
開
始
し
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
、
宗
門
帳
作
成
に
つ
い
て
も
必
ず
履
行
せ
よ
と
村
役
人
に
厳
重

な
注
意
を
促
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
ｐ
二
五
五
）。

の
よ
う
に
宗
門
改
帳
は
行
政
上
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の

で
あ
り
、
現
実
に
作
成
が
滞
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

や
結
婚
の
状
況
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
よ
う
な
方
法
で
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
石
見
銀
山
領
を
沿

岸
、
山
間
、
中
間
の
三
地
域
に
分
け
る
と
、
女
性
の
結
婚
、

出
生
に
お
い
て
顕
著
な
差
が
見
ら
れ
る
。
女
性
一
人
あ
た
り
の
子

供
数
に
当
た
る
合
計
出
生
率
は
、
沿
岸
が
も
っ
と
も
高
く
二
・
六

六
、
中
間
が
も
っ
と
も
低
く
二
・
〇
九
、
山
間
が
そ
の
間
で
二
・

二
三
で
あ
っ
た
。
結
婚
に
関
し
て
は
平
均
初
婚
年
齢
は
沿
岸
が
も

っ
と
も
遅
く
二
九
・
五
歳
、中
間
が
も
っ
と
も
早
く
二
六
・
六
歳
、

山
間
が
そ
の
間
で
二
九
・
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
生
率

の
低
い
中
間
地
域
は
、
銀
山
周
辺
地
域
で
あ
り
、
銀
山
の
存
在
に

よ
り
も
っ
と
も
都
市
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
出
生
率
の
水
準
は
他
の
地
域
や
時
代
に
比
べ
て
全
体
的
に
き

わ
め
て
低
く
、そ
の
理
由
は
ま
だ
十
分
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
時
期
の
こ
の
地
域
の
社
会
的
動
揺
を
反
映
し
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
影
響
を
銀
山
周
辺
の
村
が
も
っ
と
も
強
く
受
け
た
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
た
び
附
属
図
書
館
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
画
像
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
通
じ
て
、
よ
り
詳
細
に
資
料
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
学
や
歴
史
人
口
学
の
み

な
ら
ず
言
語
学
、
宗
教
学
な
ど
多
く
の
学
問
に
よ
る
研
究
が
進
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

﹇
文
献
﹈

（1）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
　
一
九
八
一
『
石
見
国
銀
山
領
地
方
文

書
目
録
　
熊
谷
家
・
坂
根
家
・
林
家
』

（2）
大
田
町
誌
編
集
委
員
会
　
一
九
六
一
『
お
お
だ
』

（3）
江
津
市
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
八
二
『
江
津
市
誌
　
上
巻
』

（4）
温
泉
津
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
九
五
『
温
泉
津
町
誌
　
中

巻
』

（5）
村
上
直
　
一
九
七
九
「
石
見
国
に
お
け
る
幕
府
直
轄
領
と
奉

行
・
代
官
制
」
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
山
陰
―
地
域
の
歴
史

的
性
格
』
雄
山
閣
出
版

（6）
廣
嶋
清
志
　
二
〇
〇
二
「
幕
末
石
見
天
領
の
人
口
機
構
―
単
年

次
宗
門
改
帳
に
よ
る
観
察
」『
経
済
科
学
論
集
』
二
八
、
一
―

二
八

（
ひ
ろ
し
ま
　
き
よ
し
）

私一こ

熊

こ

ここ

表1 宗門改帳（熊谷家文書）の郡別村数（付：石見国、石見銀山領の村数）

鹿足美濃那賀邑智邇摩安濃総数

石見国全域 451 30 46 102 116 96 61

石見銀山領 150 30 46 54 14 1 5

宗門改帳（熊谷家文書） 63 3 20 28 12 0 0

同　（天保） 52 3 19 18 12 0 0

石見国全域、石見銀山領はそれぞれ1834（天保 5）年『天保郷帳』、村上直19795）による。
宗門改帳（熊谷家文書）は1863、1864（文久 3、 4）年。（天保）は天保郷帳に合わせた村数。

6）

2）
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は
じ
め
に

戸
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
禁
圧
の
た
め
、
日
本
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
地
域
で
宗
門
改
帳
が
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
。

幸
い
、
一
九
六
七
年
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
島
根
大
学
附
属
図
書

館
に
も
た
ら
さ
れ
た
熊
谷
家
文
書
の
中
に
石
見
銀
山
領
の
六
九
村

の
宗
門
改
帳
二
三
四
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宗
門
改
帳
は
単
に
宗

教
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
一
般
行
政
の
目
的
の
記
載
も
多
く
含
む
た

め
、
歴
史
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各

村
に
あ
る
す
べ
て
の
家
に
つ
い
て
持
高
、
牛
馬
の
頭
数
、
構
成
員

の
名
前
、
筆
頭
者
と
の
続
柄
、
年
齢
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
（
写

真
１
）、
い
わ
ば
国
勢
調
査
の
調
査
票
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、

人
口
研
究
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

谷
家
文
書
の
大
量
の
宗
門
改
帳
は
、
収
蔵
後
一
四
年
経
っ

た
一
九
八
一
年
に
図
書
館
に
よ
り
目
録
が
刊
行
さ
れ
、
さ

ら
に
そ
の
後
、一
九
九
〇
代
後
半
ま
で
十
数
年
の
年
月
を
掛
け
て
、

速
水
融
慶
応
大
学
名
誉
教
授
の
も
と
で
多
く
の
人
の
努
力
に
よ
っ

て
、
翻
刻
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
・
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
、

分
析
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
収
蔵
後
実
に
三
〇
年
以
上

が
経
過
し
た
。
こ
の
た
び
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
よ
っ
て
全
面

的
に
画
像
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
が
開
始
さ
れ
、
よ
り
詳
細
な
分
析
が

廣
嶋

清
志
（
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

可
能
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

宗
門
改
帳
残
存
の
経
緯

こ
ろ
で
、
掛
屋
を
営
ん
で
い
た
熊
谷
家
に
こ
の
よ
う
に
大

量
の
宗
門
改
帳
が
残
存
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の

経
緯
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
こ
の
資
料
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、

そ
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え

て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
一
般
的

に
、
現
在
に

残
る
宗
門
改

帳
に
は
二
種

類
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
は
藩

庁
や
代
官
所

に
提
出
さ
れ

た
も
の
、
も

う
一
つ
は
そ

の
下
書
き
と
し
て
村
役
人
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
前
者

は
稀
で
あ
り
、
後
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
石
見
銀
山
領
宗
門
改
帳

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
前
者
で
、
そ
の
こ
と
は
各
人
、
各
寺
の
印
鑑
が

押
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
張
り
紙
や
書
き
込
み
が
皆
無
で
、
使
用
さ

れ
た
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
状
態
が
よ
い
こ
と
か
ら
明
か
で
あ

る
。
大
森
代
官
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
宗
門
改
帳
は
、
一
八
六
六

（
慶
応
二
）
年
、
七
月
二
十
日
、
第
二
次
長
州
戦
争
に
お
い
て
幕

府
軍
敗
走
に
と
も
な
い
粕
淵
を
経
て
倉
敷
へ
遁
走
し
た
大
森
代
官

鍋
田
三
郎
右
衛
門
が
銀
山
代
官
所
用
達
熊
谷
三
左
衛
門
に
引
き
渡

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
実
際
、
七
月
二
十
二
日
、
代
官
は
粕

淵
に
熊
谷
三
左
衛
門
を
呼
び
昨
年
の
年
貢
買
受
米
を
村
高
に
応
じ

て
貸
渡
す
と
指
令
し
て
い
る
。
こ
の
指
令
が
現
実
に
実
施
さ
れ
る

の
は
、
七
月
三
十
日
以
後
の
長
州
藩
民
政
下
に
な
る
が
、
渡
さ
れ

た
宗
門
改
帳
な
ど
の
資
料
は
こ
の
よ
う
な
行
政
に
役
立
て
る
こ
と

が
意
図
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

谷
家
に
残
さ
れ
た
石
見
銀
山
領
の
宗
門
改
帳
は
一
八
六
三

（
文
久
三
）
年
一
八
八
冊
と
一
八
六
四
（
文
久
四
）
年
の

四
六
冊
に
限
ら
れ
て
い
て
、
石
見
銀
山
領
の
村
数
の
約
三
分
の
一

（
天
保
郷
帳
に
よ
る
村
数
で
は
一
五
〇
村
中
五
二
村
）
に
と
ど
ま

り
、
一
八
六
四
年
の
も
の
が
と
く
に
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
残
存

状
態
が
何
を
意
味
す
る
の
か
も
大
き
な
謎
で
あ
る
。
こ
の
謎
を
考

え
る
に
は
、
石
見
銀
山
領
に
お
け
る
当
時
の
社
会
情
勢
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

さ
れ
た
宗
門
改
帳
の
多
く
は
一
八
六
三
年
三
月
に
作
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
こ
の
年
、
八
月
十
八
日
の
政
変
前
後
か
ら
、

幕
府
と
長
州
藩
と
が
対
立
し
、
長
州
藩
領
に
近
接
す
る
石
見
銀
山

領
で
は
緊
張
が
極
限
に
達
し
て
い
る
。
九
月
に
は
芸
州
役
人
が
銀

山
領
警
備
の
た
め
出
張
し
た
。
一
八
六
四
（
文
久
四
）
年
二
月
に

は
、
各
村
に
厳
重
な
警
戒
態
勢
が
指
示
さ
れ
て
い
る
（
ｐ
二
一
六

―
二
二
〇
）。
同
年
十
月
に
は
第
一
次
長
州
戦
争
に
伴
い
村
々
に

防
衛
体
制
が
敷
か
れ
、
十
二
月
に
は
一
段
落
し
た
が
、
翌
一
八
六

五
（
元
治
二
）
年
二
月
に
は
再
度
長
州
藩
が
幕
府
と
対
決
し
、
引

き
続
き
第
二
次
長
州
戦
争
へ
進
展
し
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
、

六
月
に
戦
闘
が
始
ま
り
、
七
月
下
旬
に
は
幕
府
軍
が
敗
退
、
石
見

銀
山
領
は
長
州
軍
に
支
配
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
百
姓
一
揆
も
広
が

っ
た
が
、
長
州
軍
の
進
出
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
各
村
の
役
人

た
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
警
備
体
制
の
た
め
に
命
じ
ら
れ
た
人
員

し
ま
だ
い

資
料
探
訪

「
熊
谷
家
文
書
」
の

石
見
銀
山
領
宗
門
改
帳
と
人
口
研
究

【第 6回】

江

と

熊残

熊

写真1 熊谷家宗門改帳の一部　神官も仏教徒（真
言宗）として記載されている例。

1）

2）

2）

3）
4）

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

特集1
関連記事
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SHOUN

島
根
県
内
の
二
大
学
（
五
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
高
等
専
門
学
校
の

六
図
書
館
が
連
携
し
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

小さなネットワークから大きな効果

島根県立大学短期大学部松江キャンパス図書館
任期付司書　野津久美子

平成20年4月25日、島根県大学・高等専門学
校図書館協議会が設立されました。これにより、
東西に長い島根県の大学・高専図書館間の相互利
用が今まで以上に便利になりました。本キャンパ
スは同じ市内に島根大学と松江高専があるとはい
え、忙しい学生・教職員にとって直接来館するこ
とはなかなか難しい問題でした。本キャンパスは
学科によって島根大学と共通する部分があり、図
書の取寄せ依頼は以前から要望がありましたが、
利用する学生にとっては送料の負担がありました。
協議会の設立と共に松江地区内の物流システム

が構築されたことで送料の利用者負担がなくなっ
たことは、大きな変化となりました。送料を各大
学が負担するシステムは、全国的にみても非常に
珍しい取り組みだそうです。今では学生の方から
「島根大学にあるこの本が借りたいのですが…」
と申し出があるほど、本キャンパスでは定着して
きました。
協議会のネットワークは相互利用だけでなく、

講演会や講習会の開催等も既に実施しており、県
内の図書館関係者が多数参加しました。今までは
県外の大学で開催されることが多く参加が難しか
った講習会等も、参加の機会が増え、司書の専門
性向上の一役を担っています。
この協議会は6つの図書館で構成される小さな

組織です。しかし小さい組織だからこそ可能なサ
ービスが多々あります。今後も相互利用で資料の
有効活用をすると共に、講演会の開催や情報発信
など多方面からみなさんの学習・研究支援ができ
るよう、更なる協議会ネットワークの発展を願っ
ています。

厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
効
率
的
、
効
果
的
な
運
営
や
地
域
貢

献
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
高
等
教
育
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
変
わ
っ
て
い
く
中
、
各
館
の
リ
ソ
ー
ス
（
学
術
情
報
、
施
設
、

人
な
ど
）
を
相
互
に
活
用
し
つ
つ
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地

域
貢
献
を
果
た
し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
学
術
情
報
の
相

互
利
用
、
情
報
発
信
と
地
域
貢
献
、
研
修
と
調
査
研
究
の
三
つ
を

事
業
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

■
学
術
情
報
の
相
互
利
用

六
つ
の
会
員
館
の
利
用
者
は
、
会
員
館
を
直
接
訪
れ
て
資
料
を

閲
覧
し
た
り
貸
出
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
な

ど
の
配
送
便
に
よ
り
貸
し
出
さ
れ
た
図
書
を
、
利
用
者
の
所
属
す

る
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
利
用
者
が
郵
送
料
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
松

江
地
区
に
つ
い
て
は
、
宅
配
便
を
利
用
し
た
週
二
便
の
定
期
便
も

開
始
し
ま
し
た
。

■
共
同
研
修
会

協
議
会
発
足
後
間
も
な
い
七
月
二
日
、
設
立
記
念
講
演
会
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
カ
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

（W
intec

）
の

サ
ラ
ー
・
ジ
ェ

イ
ン
・
サ
ラ
バ

ニ
館
長
の
講
演

会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
講

演
会
は
、
同
校

と
国
際
学
術
交

流
協
定
を
締
結

し
て
い
る
松
江

高
専
が
、
同
館

長
を
招
聘
し
て

実
現
し
た
も
の

で
す
。

「
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
お

け
る
図
書
館
の

学
術
的
サ
ー
ビ

ス
」と
題
し
て
、

県
内
高
等
教
育
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

NETWORK 1

島
根
県
大
学
・
高
等
専
門
学
校
図
書
館
協
議
会

島根県立図書館 
出雲市立図書館 

公共図書館ネットワーク 松江市立図書館 

浜田市立図書館 

島根県内図書館 
横断検索システム 

島根県立大学島根県立大学 
出雲キャンパス図書館 

島根県立大学 
松江キャンパキャンパス図書館 

松江高専図書館 

島根大学附属図書館島根大学附属図書館 
（医学分館）（医学分館） 

島根県立大学 
出雲キャンパス図書館 

島根県立大学 
浜田キャンパス 
メディアセンター 

島根県立大学 
松江キャンパス図書館 

松江高専図書館 

島根大学附属図書館 
（本館） 

島根大学附属図書館 
（医学分館） 

協議会ネットワーク 

島根大学
松江キャンパス
出雲キャンパス

松江高専

島根県立大学
浜田キャンパス
松江キャンパス
出雲キャンパス
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地
域
の
大
学
図
書
館
や
公
共
図
書
館
が
、
館
種
を
越
え
て
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。
各
館
が
持
つ
特
徴
を
活
か
し
、
従
来
の
単
独

館
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
や
、
よ
り
発
展
的

な
事
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
相
互
利
用
、
情

報
発
信
と
地
域
貢
献
、
職
員
の
人
的
交
流
で
す
。

■
相
互
利
用

各
館
の
コ
ア
と
な
る
リ
ソ
ー
ス
（
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を

活
か
し
な
が
ら
、
周
辺
領
域
に
つ
い
て
は
他
館
の
リ
ソ
ー
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
物
流
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
れ
ば
、
他

館
に
出
向
か
な
く
て
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
横
断
検

索
シ
ス
テ
ム
は
、
相
互
利
用
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

■
情
報
発
信
と
地
域
貢
献

各
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
の
企
画
展
示
会
や
関
連
す
る
講
演

会
を
共
同
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
強
み
の
あ

る
リ
ソ
ー
ス
（
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）
を
活
か
し
な
が
ら
、

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
貢
献
事
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
職
員
の
人
的
交
流

相
互
利
用
や
、
企
画
展
示
等
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
各
館
の
職

員
の
交
流
が
進
み
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
む
基

盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
研
修
の
共
同
開
催
も
行
い
ま
す
。

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム

図
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を
相
互
に
活
用
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、「
島
根
県
内
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
県
内
の
公
共
図
書
館
と
、
大
学
や
高
等
専
門
学
校
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
の
図
書
館
一
八
館
の
蔵
書
を
一
度
に
検
索
で

き
、
該
当
す
る
図
書
を
所
蔵
す
る
図
書
館
の
、
詳
細
な
所
蔵
情
報

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大学図書館など、高等教育機関の図書館と公共図書館が相互に連携し、より良いサ
ービスを創出するため、図書館資料の相互利用の基盤となる物流システムを活用した、
より緊密な図書館ネットワークを展開しつつあります。本特集では、島根大学附属図
書館が進める3つの地域図書館ネットワークについてご紹介します。

地域図書館ネットワークが
目指すもの

特集

2

連
携
が
も
た
ら
す
も
の
と
は

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
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応
じ
、
医
学
分
館
を
通
じ
て
貸
出
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
方
に
必

要
な
資
料
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
一
方
で
、
本
学
の
利
用

者
が
、
出
雲
市
立
図
書
館
の
図
書
を
、
本
学
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
借
り
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本
館
（
松
江
）
と
医
学
分
館

の
間
は
学
内
便
を
使
っ
て
配
送
し
、
出
雲
中
央
図
書
館
か
ら
各
図

書
館
に
配
送
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
合
同
企
画
展
示
・
講
演
会

相
互
協
力
協
定
の
締
結
当
日
、
出
雲
中
央
図
書
館
に
お
い
て

「
顔
で
笑
っ
て
、
心
も
元
気
で
　
あ
な
た
の
心
に
タ
ッ
チ
」
と
題

す
る
藤
井
輝
明
鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
の
公
開
講

図書館の相互協力協定について

出雲市教育委員会図書政策課　吾郷　誠

公共図書館は、様々な分野の資料を収集し、広く一般の方々に利用いただく
ための施設です。出雲市には全部で6館の公共図書館があり、平成19年度には
貸出数は100万点を突破し、多くの市民の皆様にご利用いただいています。
さて、平成19年11月より、出雲市立図書館と島根大学附属図書館医学分館
および島根県立大学短期大学部出雲キャンパス図書館は、それぞれの所蔵する
豊富な資料の有効活用とサービスの向上を目的として、図書館の相互協力に係
る協定を締結しました。現在までの間、公開講演会や展示会、図書館資料の相
互貸借などの取り組みを実施しています。
特に、本年8月23日・24日に島根大学附属図書館医学分館と共同開催した

「出雲にもたらされた華岡流医術の世界」講演会及び展示会には、多くの皆様に
ご来場いただき、「大森文庫」という貴重な資料を市民の皆様に紹介する機会を
得ました。また、相互協力協定事業を開催するなかで、各図書館の職員の交流
により、蔵書の特徴を知り円滑な協力体制を築くなど、今まで以上に幅広い図
書館サービスが提供できるようになってきています。
資料や情報は、分かりやすいかたちになってはじめて、利用者の手元にとど

きます。今後も「図書館相互協力協定」が、各図書館の豊富な資料の提供や展
示会・講演会などの情報発信の大きな助けとなるものと考えています。

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
出
雲
中
央
図
書
館
の

創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
医
学
分
館
が
開
催
し
た

も
の
で
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
聴
講
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
弾
と
し
て
、
本
年
八
月
二
十
三
日
に
同
じ
出
雲
中
央
図
書

館
に
お
い
て
『
出
雲
に
も
た
ら
さ
れ
た
華
岡
流
医
術
の
世
界
―
島

根
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
「
大
森
文
庫
」
に
学
ぶ
』
と
の
タ

イ
ト
ル
で
、
公
開
講
演
会
と
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
森
文
庫
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
紀
州
の
華
岡
青
洲
の
も
と
に

医
学
修
業
に
赴
い
た
母
里
藩
（
現
在
の
島
根
県
安
来
市
）
の
医
師

大
森
泰
輔
、
加
善
親
子
が
残
し
た
多
く
の
史
料
を
集
め
た
一
大
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
の
研
究
成
果
を
学
外
に
発
信
す
る
た
め
の

講
演
会
で
あ
り
、
小
林
祥
泰
医
学
部
附
属
病
院
長
、
郷
土
史
家
卜

部
忠
治
氏
及
び
斐
川
町
立
斐
川
西
中
学
校
長
梶
谷
光
弘
氏
の
講
演

に
多
く
の
聴
衆
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

講
演
会
に
合
わ
せ
て
、
講
演
会
当
日
と
翌
八
月
二
十
四
日
に
開

催
し
た
展
示
会
で
は
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
史
料
紹
介
と
と
も
に
、
大

森
泰
輔
筆
の
「
華
岡
青
洲
肖
像
画
」、
華
岡
青
洲
筆
「
身
正
而
天

下
帰
」な
ど
の
掛
軸
や
日
記
写
本
類
の
実
物
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

医
学
分
館
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
か
ら

毎
年
大
森
文
庫
の
講
演
会
、
展
示
会
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
聴
講
、
観
覧
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
出
雲
市

内
で
は
初
の
学
外
に
お
け
る
講
演
会
・
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

海辺の多伎図書館 

平田図書館 

島根大学医学分館 島根県立大学出雲キャンパス 

出雲中央図書館 

出雲市立図書館 
佐田図書館 

湖陵図書館 

大社図書館 
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
図
書
館
行
政
や
図
書
館
間
の
連
携

組
織
等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
三
館
の
関
係
者
の
ほ
か
に

も
、
島
根
県
立
図
書
館
な
ど
公
共
図
書
館
関
係
者
を
含
め
た
四
〇

名
が
出
席
し
、
有
意
義
な
職
員
研
修
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
図
書
館
と
の
連
携
で
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
十
三
日
に

松
江
地
区
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
三
日
に
出
雲
地
区
で
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
り
、
公
共
図
書
館
と
の
間
で

物
流
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
図
書
館
資
料
の
相
互
利
用
が
開
始
さ

れ
た
ほ
か
、
所
蔵
資
料
の
共
同
展
示
企
画
や
講
演
会
の
共
同
開
催

な
ど
、
連
携
事
業
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

■
相
互
貸
借

島
根
県
立
図
書
館
と
の
協
定
締
結
と
同
時
に
、
県
立
図
書
館
の

物
流
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
週
一
便
の
相
互
貸
借
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
の
利
用
者
は
、
県
立
図
書
館
の
蔵
書
を
本

館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
授
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
忙
し
い
学
生
に
と
っ
て
、
ま
た
、

研
究
・
教
育
活
動
に
多
忙
を
極
め
る
教
員
に
と
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
公
共
図
書
館
の
図
書
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
で
は
、
県
内
の
市
町
村
立
図
書
館
や
大
学
・
高
専

図
書
館
を
結
ぶ
物
流
シ
ス
テ
ム
の
試
行
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま

医
を
輩
出
し
た
医
療
先
進
地
と
も
言
え
る
地
域
で
し
た
。
こ
の
企

画
は
、
本
学
医
学
分
館
が
所
蔵
す
る
古
医
学
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
大
森
文
庫
（
安
来
市
の
大
森
家
旧
蔵
資
料
）
を
中
心
に
、

各
館
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
を
展
示
し
、
近
世
出
雲
国
に
お
け
る

地
域
医
療
と
医
家
の
文
化
的
な
背
景
を
、
企
画
展
示
と
当
該
分
野

の
研
究
者
に
よ
る
講
演
に
よ
っ
て
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

世
界
に
先
駆
け
て
、
全
身
麻
酔
に
よ
る
乳
癌
手
術
を
成
功
さ
せ

た
華
岡
青
洲
に
学
ん
だ
近
世
後
期
の
医
師
、
大
森
三
楽
（
母
里
藩
、

現
在
の
安
来
市
）
の
医
師
と
し
て
の
側
面
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
化
人
と
し
て
の
側
面
に
も
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
、
華
岡
流
医
術
と
大
森
三
楽
に
関
す
る
包
括
的
な

研
究
成
果
を
公
開
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
会
の
初
日
に

行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
、
一
六
〇
名
に
の
ぼ
る
聴
講
者
が
訪
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
企
画
は
、
共
催
機
関
で
あ
る
島
根
大
学
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
推
進
機
構
（
萌
芽
的
研
究
部
門
）
の
研
究
成
果
に
よ
る

と
と
も
に
、
松
江
開
府
四
〇
〇
年
祭
の
協
賛
事
業
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
は
、
三
館
合
同
企
画
の
第
二
弾
と

し
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
」
を
開
催
し
ま
す
。（
一
八

ペ
ー
ジ
参
照
）

■
相
互
貸
借

附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
を
、
出
雲
市
立
図
書
館
六
館

（
出
雲
中
央
図
書
館
、
平
田
図
書
館
、
佐
田
図
書
館
、
海
辺
の
多

伎
図
書
館
、
湖
陵
図
書
館
、
大
社
図
書
館
）
の
利
用
者
の
求
め
に

す
。
従
来
、
県
立
図
書
館
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
相
互
貸
借
の

相
手
館
が
、
県
内
全
域
の
公
共
図
書
館
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
本
学
も
こ
の
物
流
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
予
定
で
す
の

で
、
図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
で
、

県
内
全
域
の
公

共
図
書
館
の
図

書
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

す
。（
二
〇
〇

八
年
十
一
月
か

ら
の
予
定
）

■
合
同
企
画
展

示
・
講
演
会

二
〇
〇
八
年

三
月
に
、
初
の

三
館
合
同
企
画

展
示
・
講
演
会

を
、
島
根
県
立

図
書
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

近
世
の
出
雲

は
、
幾
多
の
名

松
江
地
区
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

出
雲
地
区
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
共
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

NETWORK 2

島根大学
本館

島根県立
図書館

松江市立図書館

島根大学
医学分館

島根県立大学
出雲キャンパス
図書館

出雲市立図書館（6館）
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本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
幸
福
」
と
は
一
体
何
を
示

し
て
い
る
の
か
。「
幸
」
は
し
あ
わ
せ
、「
福
」
も
し
あ
わ

せ
な
ら
、「
幸
福
」
と
は
よ
ほ
ど
し
あ
わ
せ
な
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、「
し
あ
わ
せ
」
と
は
何

な
の
か
。

か
つ
て
よ
り
、
ア
ラ
ン
、
ヒ
ル
テ
ィ
、
ラ
ッ
セ
ル
な
ど

を
代
表
と
す
る
様
々
な
人
々
が
考
え
続
け
て
い
る「
幸
福
」

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
こ
れ
即
ち
幸
福
と
結
論
付
け

る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
を

満
た
す
の
が
幸
福
な
ら
、
そ
れ
は
即
ち
エ
ゴ
で
あ
り
、
自

ら
の
欲
を
断
ち
世
界
の
全
人
類
の
た
め
に
平
和
を
願
う
の

も
ま
た
エ
ゴ
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

人
間
と
は
エ
ゴ
の
塊
で
あ
る
。
い
く
ら
否
定
し
て
も
そ

れ
が
覆
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
は
誰
し
も

欲
と
自
己
犠
牲
を
程
よ
く
ブ
レ
ン
ド
し
た
揺
ら
ぐ
こ
と
の

な
い
自
分
だ
け
の
幸
福
論
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
本
書

で
筆
者
は
四
国
八
十
八
箇
所
巡
り
を
通
し
て
自
ら
と
向
き

合
お
う
と
し
て
い
た
。
争
い
の
な
い
世
界
を
願
い
つ
つ
も

自
ら
は
格
闘
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
ジ
レ
ン
マ
の
中
、
彼
が
導
き
出
し
た
答
え
が
彼
の
存
在

意
義
、
即
ち
彼
な
り
の
幸
福
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
自
分
の

欲
望
を
満
た
し
つ
つ
、
他
人
の
中
に
自
分
の
存
在
意
義
を

残
す
と
い
う
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
状
況
こ

そ
、
誰
も
が
望
み
続
け
る
幸
福
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
私
の
持
論
、
即
ち
私
の
幸
福
論
で
あ

る
。

（
た
か
は
し
　
は
る
か
）

﹇
本
館
・
閲
覧
室
　291.8/S

U
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﹈

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
は
、
小
さ
い
と
き
に
子
ど
も
ア

ニ
メ
劇
場
で
見
て
以
来
、
暗
く
て
重
た
い
話
だ
と
思
い
敬

遠
し
、
世
界
の
名
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
三

年
に
な
る
ま
で
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
ら
な

か
っ
た
。

原
作
は
、
と
て
つ
も
な
く
長
い
。
一
冊
五
〇
〇
ペ
ー
ジ

近
く
あ
り
、
そ
れ
が
五
巻
ま
で
続
く
。
は
っ
き
り
言
っ
て

大
学
生
く
ら
い
し
か
読
む
時
間
も
体
力
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
私
が
読
も
う
と
思
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
で

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
て
か
ら
で

あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
英
語
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
あ
る
。私
は
そ
の
英
語
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。

半
分
眠
り
か
け
て
い
た
。
せ
っ
か
く
海
外
ま
で
来
た
の
に

情
け
な
い
と
思
い
、
日
本
に
帰
っ
た
ら
絶
対
に
読
む
！
と

心
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

読
ん
で
み
る
と
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
い
。
と
に
か
く
、

ユ
ゴ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を
と
り
上
げ
る
。
人
生
と

は
？
　
愛
と
は
？
　
そ
し
て
神
と
は
？
　
…
あ
ち
こ
ち
に

話
が
飛
ぶ
の
が
ま
た
面
白
い
。
だ
か
ら
あ
れ
ほ
ど
長
編
な

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
気
な
の
で
あ
る
。『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
や
身
分
の
人
々
が
出
て
く

る
。
そ
の
誰
も
が
魅
力
的
で
、
感
情
移
入
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
自
分
と
は
何
者
で
、
い
か
に
生
き
る

の
か
？
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
古
典
の
名
作

は
、
や
っ
ぱ
り
面
白
い
。

（
あ
お
き
　
ま
り
こ
）

﹇
本
館
・
書
庫
　908/S

E
22-4

ほ
か
﹈

あ
る
生
物
学
者
の
エ
ッ
セ
ー
集
で
あ
る
。
学
生
新
聞
連

載
当
時
（
一
九
六
〇
年
代
）
の
世
相
に
危
う
い
も
の
を
感

じ
た
著
者
は
、「
も
し
諸
君
が
学
生
と
し
て
生
き
て
い
る

現
代
が
、
私
た
ち
が
学
生
と
し
て
生
き
て
い
た
時
代
（
一

九
三
〇
年
代
）
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
諸
君
は

私
達
の
過
ち
を
身
を
も
っ
て
批
判
す
る
絶
好
の
機
会
を
あ

た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
時
に
当
時
の

私
達
の
無
力
さ
、
い
の
り
を
も
身
を
も
っ
て
理
解
し
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
問
い
か

け
、「
当
時
の
学
生
だ
っ
た
私
が
ど
の
よ
う
に
見
、
ど
の

よ
う
に
行
動
し
て
き
た
か
」
を
自
身
の
青
春
時
代
の
読
書

を
手
掛
か
り
と
し
て
掘
り
出
し
て
ゆ
く
。

書
評
の
形
を
借
り
た
著
者
の
精
神
史
で
あ
り
、
読
む
ほ

ど
に
白
上
謙
一
と
い
う
稀
代
の
読
書
家
の
姿
が
懐
か
し
く

浮
か
び
上
が
っ
て
来
て
、
繰
り
返
し
読
ん
で
飽
き
る
こ
と

が
な
い
。
取
り
上
げ
る
本
は
人
文
社
会
系
お
よ
び
大
衆
小

説
を
中
心
に
し
て
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、含
み
針
、

い
か
さ
ま
賭
博
な
ど
の
「
愚
に
も
つ
か
ぬ
も
の
」
や
「
亡

び
ゆ
く
者
」
へ
の
愛
惜
に
満
ち
た
共
感
が
心
を
打
つ
。
読

書
案
内
、
小
ネ
タ
集
と
し
て
も
秀
逸
で
あ
る
。
絶
版
で
あ

る
が
古
書
価
は
さ
し
て
高
く
な
い
。
一
読
を
薦
め
る
。

（
い
と
う
　
し
ん
い
ち
）

﹇
本
館
・
閲
覧
室
　019.1/S

H
83

﹈

須
藤
元
気
著

『
幸
福
論
』

ネ
コ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
二
〇
〇
五

法
文
学
部
　
社
会
文
化
学
科

三
回
生
　
　
高
橋
晴
香

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
マ
リ
ー
・
ユ
ゴ
ー
著

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

法
文
学
部
　
法
経
学
科

三
回
生
　
　
青
木
茉
莉
子

白
上
謙
一
著

『
現
代
の
青
春
に
お
く
る

挑
発
的
読
書
論
』

昭
和
出
版
　
一
九
七
六

『
ほ
ん
の
話：

青
春
に
贈
る
挑
発
的
読
書
論
』

〈
現
代
教
養
文
庫
〉

社
会
思
想
社
　
一
九
八
〇

医
学
部
　
医
学
科
　
生
理
学
講
座

准
教
授
　
　
伊
藤
眞
一
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巷
で
は
ハ
ッ
カ
ー

（hacker

）
と
い
う
語
を
、

弱
点
を
突
い
て
シ
ス
テ
ム
に

侵
入
し
た
り
情
報
を
盗
み
取

る
よ
う
な
犯
罪
者
に
対
し
て

使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

ク
ラ
ッ
カ
ー
あ
る
い
は
ア
タ
ッ
カ
ー
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

正
し
い
意
味
は
、
計
算
機
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
全
般
の
技
術
に
通

じ
、
与
え
ら
れ
た
計
算
機
か
ら
最
大
限
の
性
能
を
引
き
出
そ
う
と

す
る
人
々
の
こ
と
で
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
は
そ
の
行
為
で
あ
る
。

ハ
ッ
キ
ン
グ
と
い
え
ば
、M

IT

のA
I

ラ
ボ
に
伝
わ
るH

A
K
M
EM

（http://inw
ap.com

/pdp10/hbaker/hakm
em
/hakm

em
.htm
l

）
は
、

特
定
の
機
種
（
主
にM

IT

に
あ
っ
たPD

P-10/20

）
に
関
連
し
た

話
題
を
網
羅
し
た
ハ
ッ
カ
ー
の
聖
典
で
あ
る
。
一
方
で
こ
の
書
物

で
は
、
一
部H

A
K
M
E
M

と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
著
者

W
arren,

Jr.

の
興
味
に
沿
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
連
す
る
独

自
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
掘
り
下
げ
て
議
論
し
、
特
定
の
機

種
に
依
存
し
な
い
形
で
技
法
が
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
の
形

で
示
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
評
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
考
書

向
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
決
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
内
容
は
実
務
か
ら
乖
離
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
例
え

ば
、
紹
介
者
の
よ
う
な
コ
ン
パ
イ
ラ
最
適
化
の
研
究
者
や
、
計
算

資
源
が
乏
し
い
組
み
込
み
計
算
機
の
開
発
者
に
と
っ
て
は
、
目
の

前
の
問
題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。最

後
に
、関
わ
っ
た
一
人
と
し
て
の
宣
伝
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

http://w
w
w
.hackersdelight.org/

に
は
各
刷
の
訂
正
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、K

nuth

と
い
っ
た
大
御
所
と
並
ん
で
、
日
本
語
版
翻

訳
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
も
あ
る
。
特
に
第
一
〇
章
「
整
数
定
数
で
の

除
算
」
の
藤
波
氏
の
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
仕
事

は
職
人
的
翻
訳
者
で
は
な
く
、
計
算
機
を
知
り
尽
く
し
た
者
に
の

み
可
能
で
あ
る
と
信
じ
る
。

（
総
合
理
工
学
部
准
教
授
　
鈴
木
　
貢
　
す
ず
き
　
み
つ
ぐ
）

﹇
本
館
・
閲
覧
室
　007.64/W

39

﹈

「
胸
や
け
」
と
は
、
前
胸

部
が
下
の
方
か
ら
上
の
方
へ

と
熱
く
な
る
よ
う
な
不
快
な

感
覚
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
は
中
年
の
男
性
や
高
齢
の

女
性
に
よ
く
お
こ
り
、
頻
回

に
症
状
が
出
現
す
る
た
め
に
快
適
な
日
常
生
活
が
送
れ
な
く
な

っ
て
い
る
人
を
胃
食
道
逆
流
症
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
本
疾
患
は
、

胃
の
内
に
あ
る
酸
を
含
む
胃
液
が
食
道
内
に
逆
流
し
食
道
内
に

永
く
停
滞
す
る
た
め
に
お
こ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
の
人
は
、
日

本
人
で
は
全
人
口
の
一
〇
％
程
度
お
ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
非
常

に
多
く
、
ま
た
最
近
そ
の
有
病
率
が
増
加
し
て
い
る
疾
患
で
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
衛
生
環
境
が
良
く
な
っ
た
こ
と
と
食
生
活
が

欧
米
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
の
胃
酸
分
泌
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
最
近
患
者
数
が
増
加
し
て
き
た
胃
食
道
逆
流
症
の

原
因
、
予
防
法
、
治
療
法
を
一
般
の
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

や
さ
し
く
解
説
し
た
読
み
物
で
す
。
食
べ
す
ぎ
た
り
、
飲
み
す

ぎ
た
り
し
た
時
に
胸
や
け
が
す
る
よ
う
な
方
、
よ
く
酸
っ
ぱ
い

胃
液
が
口
や
喉
の
奥
に
上
が
っ
て
く
る
方
は
、
本
書
を
読
ん
で

い
た
だ
く
と
参
考
と
な
る
知
識
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ

り
ま
す
。（

医
学
部
教
授
　
木
下
芳
一
　
き
の
し
た
　
よ
し
か
ず
）

﹇
分
館
・
二
階
図
書
　W

I250/K
IN

﹈

本
学
の
先
生
方
の
著
作
を
多
数
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

著
書
を
刊
行
の
際
は
、
図
書
館
に
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

自 

著 

紹 

介 

鈴
木
　
貢
　
訳

『
ハ
ッ
カ
ー
の
た
の
し
み：

本
物
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
は

い
か
に
し
て
問
題
を
解
く
か
』

エ
ス
ア
イ
ビ
ー
・
ア
ク
セ
ス

二
〇
〇
四

木
下
芳
一
　
著

『
つ
ら
い
「
胸
や
け
」
ス
ッ
キ
リ：

胃
食
道
逆
流
症

と
い
わ
れ
た
ら
』

保
健
同
人
社
　
二
〇
〇
七

本学教員著作寄贈一覧（平成19年9月～平成20年8月）

蘆田　耕一（法文学部） 出雲国の四歌集
清輔集新注（新注和歌文学叢書 1）

上園　昌武（法文学部） 公害湮滅の構造と環境問題
大日方克己（法文学部） 古代国家と年中行事
永松　正則（法文学部） 憲法のレシピ
法文学部山陰研究センター 出雲国産物帳
相良　英輔（教育学部） たたら製鉄・石見銀山と地域社会：近世近代の中国地方
高瀬　彰典（教育学部） 小泉八雲論考：ラフカディオ・ハーンと日本
富澤　芳亜（教育学部） 日本の青島占領と山東の社会経済1914－22年
福田　哲之（教育学部） 上博楚簡研究：竹簡が語る古代中国思想．2竹田　健二（教育学部）
槇原　　茂（教育学部） 国家・共同体・教師の戦略：教師の比較社会史

鈴木　　貢（総合理工学部） ハッカーのたのしみ
コンピュータアーキテクチャのエッセンス

西脇　　宏（外国語教育センター） フロイト全集．9
鈴木　　亨（名誉教授） 近世前期文学の主題と方法
内藤　正中（名誉教授） 竹島・独島：史的検証
大谷　　浩（医学部） グレイ解剖学
木下　芳一（医学部） つらい「胸やけ」スッキリ：胃食道逆流症といわれたら
小林　祥泰（病院長） 脳卒中最新Q＆A92
大森文庫出版編集委員会 華岡流医術の世界：華岡青洲とその門人たちの軌跡

本
学
教
員
著
作
の
寄
贈 



SHOUN

ト
も
若
者
っ
ぽ
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

６．

結
果

展
示
期
間
五
週
間
。二
四
タ
イ
ト
ル
の
貸
出
実
績
は
三
五
回
で
、

四
回
が
一
タ
イ
ト
ル
、
三
回
が
四
タ
イ
ト
ル
、
二
回
が
七
タ
イ
ト

ル
で
、
一
度
も
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
七
タ
イ
ト
ル
あ
り
ま

し
た
。
最
近
発
行
さ
れ
た
話
題
作
に
は
人
気
が
集
中
し
た
よ
う
で

す
。（
貸
出
期
間
は
二
週
間
）

前
期
試
験
の
最
中
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
試
験
も
心
配
だ
け

ど
、
今
年
の
夏
休
み
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
は
ず
。
で
も
旅
に
関
す
る
図
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
紀
行
文
な

ど
）
で
は
月
並
み
で
す
。
そ
こ
で
、「
旅
行
」
と
い
う
こ
と
に
限

定
し
な
い
で
、「
な
ぜ
人
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
だ
見
ぬ
世

界
を
目
指
す
の
か
」
を
問
う
も
の
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

展
示
期
間
が
夏
休
み
に
な
る
た
め
貸
出
回
数
は
あ
ま
り
期
待
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
本
が
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
目
に
留
め
、
い
つ

か
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

夏
休
み
も
終
わ
り
、
今
度
は
真
面
目
に
勉
強
モ
ー
ド
。
卒
業
論

文
や
授
業
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ
資
料
を
集
め
ま
し

た
。
旅
に
出
た
後
は
、
腰
を
据
え
て
論
文
を
書
く
。
大
学
生
ら
し

く
て
い
い
で
す
ね
。
旅
で
得
た
感
性
も
生
か
せ
ば
、
き
っ
と
良
い

論
文
を
仕
上
げ
ら
れ
る
は
ず
。
ほ
ら
、
も
う
読
ん
で
み
た
く
な
っ

た
で
し
ょ
。

（
あ
ず
き
ざ
わ
　
え
つ
こ
）
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第
2
回
の
テ
ー
マ
は

『
人
は
旅
を
す
る

―
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
か
ら
中
田
ヒ
デ
ま
で
―
』

第
3
回
の
テ
ー
マ
は

『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ

―
読
め
ば
ト
ク
す
る
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
術
―
』

人
は
旅
を
す
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
を
し
、
世
界
を
変
え
て
き
た
。

人
は
旅
を
す
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
を
し
、
世
界
を
変
え
て
き
た
。 

何
か
を
見
つ
け
に
行
く
人
も
あ
れ
ば
、
捨
て
に
行
く
人
も
い
た
。

何
か
を
見
つ
け
に
行
く
人
も
あ
れ
ば
、
捨
て
に
行
く
人
も
い
た
。 

な
ぜ
人
は
旅
に
出
る
の
か
？

な
ぜ
人
は
旅
に
出
る
の
か
？ 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
お
薦
め
コ
ー
ス
を
巡
り
お
い
し
い
も
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
お
薦
め
コ
ー
ス
を
巡
り
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
旅
に
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
。

食
べ
る
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
旅
に
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
。 

ど
ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い
な
い
旅
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い
な
い
旅
が
あ
り
ま
す
。 

必
要
な
の
は
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
と
好
奇
心
。

必
要
な
の
は
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
と
好
奇
心
。 

旅
で
得
た
も
の
…
…
そ
れ
は
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
。

旅
で
得
た
も
の
…
…
そ
れ
は
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
。 

（
ど
こ
か
の
Ｃ
Ｍ
み
た
い
？
）

（
ど
こ
か
の
Ｃ
Ｍ
み
た
い
？
） 

コ
ン
パ
ス
…
…

コ
ン
パ
ス
…
… 

目
指
す
目
的
地
に
辿
り
着
く
た
め
に
、

目
指
す
目
的
地
に
辿
り
着
く
た
め
に
、 

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。 

道
に
迷
っ
た
と
き
、

道
に
迷
っ
た
と
き
、 

方
向
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
も
の
。

方
向
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
も
の
。 

あ
な
た
は
、

あ
な
た
は
、 

ど
こ
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？

ど
こ
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？ 

道
に
迷
っ
た
ら
、

道
に
迷
っ
た
ら
、 

こ
こ
へ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
へ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

寄
り
道
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

寄
り
道
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。 
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１．

テ
ー
マ
決
定

学
生
の
み
な
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
そ
う

な
図
書
、
と
言
え
ば
小
説
で
す
。
大
学
に
よ
っ
て

は
小
説
類
を
置
か
な
い
図
書
館
も
あ
り
ま
す
が
、

本
館
で
は
希
望
図
書
や
話
題
に
な
っ
た
も
の
な
ど

あ
る
程
度
購
入
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
の
テ
ー
マ

と
し
て
「
文
学
賞
」
に
目
を
付
け
ま
し
た
。
調
べ

て
み
た
ら
国
内
だ
け
で
も
か
な
り
の
数
の
文
学
賞

が
あ
り
、
蔵
書
に
も
受
賞
作
品
が
結
構
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
胸
を
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
・
う

る
う
る
と
き
め
か
せ
る
一
冊
と
の
出
会
い
を
。

テ
ー
マ
名
は
重
要
で
す
。
簡
潔
で
内
容
を
ズ
バ

っ
と
表
す
テ
ー
マ
名
？
　
…
…
「『
文
学
賞
受
賞

作
を
読
む
』
で
は
長
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と

い
う
こ
と
で
、『
文
学
賞
を
読
む
』
に
決
ま
り
ま

し
た
。

２．

図
書
選
定

図
書
館
職
員
の
中
で
お
気
に
入
り
の
本
、
推
薦

す
る
本
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
何
ら
か
の

賞
を
受
賞
し
て
い
る
も
の
を
探
し
た
の
で
す
が
、

こ
れ
に
は
あ
ま
り
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
え

っ
て
候
補
が
多
す
ぎ
、
ど
れ
も
面
白
そ
う
な
の
で

選
定
に
困
っ
た
ほ
ど
で
す
。

３．

解
説
作
成

「
読
ん
で
み
た
い
！
」
と
思
わ
せ
る
の
が
解
説

文
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
は
書
評
や
感
想
を
掲
載
し
た

サ
イ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、度
々
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
ぁ
ー
、
こ
ん
な
本
が
図
書
館
に
あ
っ
た
ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、「
い
つ
か
は
、
こ
れ
も
こ
れ
も
読
む
ぞ
ー
」

と
興
奮
し
な
が
ら
の
作
成
で
し
た
。

４．

レ
イ
ア
ウ
ト
検
討

い
く
ら
商
品
が
良
く
て
も
、
並
べ
方
が
悪
け
れ
ば
お
客
さ
ん
は

素
通
り
で
す
。
お
金
は
無
い
の
で
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
今
あ
る

も
の
を
利
用
し
た
手
作
り
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

〈
ブ
ッ
ク
★
コ
ン
パ
ス
〉
の
図
書
で
あ
る
こ
と
を
区
別
す
る
た

め
に
ビ
ニ
ー
ル
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
掛
け
る
こ
と
を
考
え
た
の
で

す
が
、
市
販
品
は
高
価
で
サ
イ
ズ
も
い
ろ
い
ろ
必
要
で
す
。
新
刊

書
に
巻
か
れ
て
い
る
帯
を
ヒ
ン
ト
に
、
縦
巻
き
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
帯

を
つ
く
り
、
外
れ
な
い
よ
う
に
本
の
表
紙
に
留
め
ま
し
た
。
次
の

テ
ー
マ
と
区
別
す
る
た
め
に
、
毎
回
色
合
い
を
変
え
て
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
に
平
置
き
で
は
パ
っ
と
し
ま
せ
ん
。
で
も
ブ
ッ
ク
ス

タ
ン
ド
は
や
っ
ぱ
り
高
価
。
そ
こ
で
、
図
書
館
に
た
く
さ
ん
あ
る

ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
利
用
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
上
に
厚
紙

で
作
っ
た
解
説
文
を
置
く
と
、
本
が
斜
め
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
を

発
見
。
見
せ
方
と
し
て
も
い
い
し
、
本
を
手
に
取
る
と
解
説
文
が

表
れ
、
借
り
ら
れ
て
し
ま
う
と
「
貸
出
中
」
の
文
字
が
残
り
ま
す
。

え
へ
へ
、
工
夫
す
る
っ
て
楽
し
い
で
す
ね
。

５．

設
営

場
所
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
近
く
、
通
行
が
多
く
て
目
に
付
き
や
す

い
場
所
で
、奥
側
の
本
も
よ
く
見
え
る
よ
う
に
二
段
に
し
ま
し
た
。

新
規
オ
ー
プ
ン
な
の
で
ま
ず
目
を
留
め
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
心
。

事
務
文
書
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
と
お
役
所
口
調
は
や
め
、
フ
ォ
ン

図
書
館
の
本
は
、
一
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
借
り
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。
平
成
十
九
年
度
は
、
本
館
で
四
六
、
四
三
八
冊
、

医
学
分
館
で
は
一
三
、
一
二
九
冊
で
し
た
。
悲
し
い
こ
と
に
こ
の

数
字
、
年
々
下
降
の
一
途
で
す
。

図
書
館
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
に
、〈
ブ
ッ
ク
★
コ
ン
パ
ス
〉

と
い
う
図
書
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
図
書
館
に
は
開
架
だ
け
で
一
〇
万
冊
以
上
の
本
が
あ
り
、
こ

れ
は
一
日
一
冊
読
ん
だ
と
し
て
も
三
〇
〇
年
か
か
る
ほ
ど
の
冊
数

で
す
。
卒
業
す
る
ま
で
に
出
会
え
る
本
は
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
た
っ
た
数
年
間
で
読
め
る
本
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
生
時
代
に
「
こ
の
一
冊
！
」
と
巡
り
会
う
た
め
、
普
段

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
図
書
を
紹
介
す
る
機
会
を
提
供
し
た
い
。

〈
ブ
ッ
ク
★
コ
ン
パ
ス
〉
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
ん
な
場
所
に
な
り
た

い
と
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

〈
ブ
ッ
ク
★
コ
ン
パ
ス
〉
の
展
示
は
、
二
ヶ
月
程
度
の
サ
イ
ク

ル
で
テ
ー
マ
を
変
え
て
い
ま
す
。
そ
の
準
備
の
様
子
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
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図書館員のお仕事 
〈ブック★コンパス〉誕生秘話
－胸がときめく「本」との出会い－

資料整備担当 小豆澤悦子

第
1
回
の
テ
ー
マ
は

『
文
学
賞
を
読
む
』

テーマ決定 図書選定 解説作成 レイアウト検討 設営 
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E v e n t & N e w s

●本館
■3館合同企画展示会・講演会開催（2008．3．9－3．14）

島根県立図書館、松江市立図書館、島根大学附属図書館の 3館合同企画として、島根県立図書館を会場に、企
画展示・講演会「出雲国に伝播した華岡流医術とその時代」を開催しました。 4名の講師による講演会は、近世
後期の出雲国における医療や医家の文化的な素養が総合的に理解できる深い内容で、約160名の参加がありました。
なお、10月には松江市立中央図書館を会場に、「アメリカのラフカディオ」と題した企画展示会とシンポジウ

ムの開催を予定しています。

■島根県大学・高等専門学校図書館協議会設立（2008．4．25）
島根県内の高等教育機関の図書館が相互に連携し、サービスの向上を図ることを目的として「島根県大学・高

等専門学校図書館協議会」が設立され、協定書調印式が行われました。これにより、会員館間で、図書の相互貸
借や文献複写の取り寄せができるようになりました。

■新任教員対象の図書館ガイダンス開催（2008．5．14）
新任教員を対象とした図書館ガイダンスを開催しました。 9名の参加があり、学術情報基盤整備計画、図書の

購入、データベース・電子ジャーナルの概要、検索講習会、学術情報リポジトリなどについて説明を行いました。

■図書館ホームページのリニューアル（2008．6）
メニュー項目の大幅な見直しを行い、よく利用されるメニューをメインに配置しました。また、電子ジャーナ

ルやデータベース検索を「電子リソース」として集約し、概要がよくわかるようにしました。

■「ブック★コンパス」コーナー新設（2008．6．13）
毎回テーマを変えて、図書館の資料を紹介する特集コーナー「ブック★コンパス」をスタートしました。利用

者、特に学生に、本との出会いの場を提供します。
第 1回（ 6－ 7月）のテーマは「文学賞を読む」、第 2回（ 7－ 9月）のテーマは「人は旅に出る」、第 3回

（10－11月）のテーマは「アカデミック・スキルズ」です。

■和装本取扱い研修会開催（2008．6．20）
法文学部田中教授の講義として行われたものに、図書館職員も職員研修の一環として参加させていただきまし

た。大社町史編纂室の蒲生倫子氏を講師に、和装本の基本的な管理と保存方法について学びました。

■『島根大学附属図書館年報』創刊（2008．7）
図書館の 1年間の活動を記録した『年報―Annual Report 2007』を創刊しました。トピックス、図書館の動向、

統計情報など、図書館の活動状況がコンパクトにまとめられています。今後毎年発行していきます。

■講演会「ニュージーランドにおける図書館の学術的サービス」開催（2008．7．2）
島根県大学・高等専門学校図書館協議会設立記念として、ニュージーランドのワイカト・インスティチュー

ト・オブ・テクノロジー（Wintec）の図書館長Sarah-Jane Saravani氏の講演会が開催されました。公共図書館関
係者も含めた40名が参加し、活発な質疑応答が行われました。
同氏は、 7月 4日には医学分館を訪問され、職員との交流を図りました。

■不用雑誌の無料提供会開催（2008．7．9－7．11）
昨年度に続き、 2回目を開催しました。保存年限の過ぎたブラウジングの雑誌約800冊のうち、 4分の 3を提

供することができました。

■インターンシップ学生の受入（2008．8．25－8．29）
今年度は 1名を受入れ、 1週間にわたって各業務を体験してもらいました。最終日には職員との意見交換を行

い、図書館にとっても学生の目線での意見や感想を聞く好機となりました。

■ILLシステム地域講習会開催（2008．9．5）
国立情報学研究所のILLシステム講習会を同研究所との共催により、島根大学で開催しました。全国の20大

学・高専から24名が参加しました。

■1階事務室の統合（2008．9．11）
離れた場所にあった 1階の 2つの事務室を統合し、カウンターも 1つに集約しました。担当者間の連携をスム

ーズにし、利用サービスの向上を目指していきます。
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知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
作
品
自
体
は
主
に
欧
米
の
読
者

を
対
象
に
英
語
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
は
後
年
、

翻
訳
を
通
し
て
読
者
層
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
作
品

や
人
物
像
が
知
名
度
ほ
ど
に
は
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
面
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ン
は
一
八
六
九
年
一
九
才
の
と

き
英
国
か
ら
移
民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
苦
労
を
重
ね

な
が
ら
公
共
図
書
館
通
い
を
し
て
独
学
で
筆
力
を
磨
き
、
二

四
才
の
時
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
新
聞
記
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
仏
領
西
イ
ン

ド
諸
島
を
遍
歴
し
、
新
聞
記
者
か
ら
雑
誌
・
小
説
分
野
へ
の

進
出
な
ど
新
た
な
境
地
を
開
拓
し
つ
つ
、
三
九
才
で
来
日
す

る
ま
で
の
二
〇
年
間
を
激
動
期
の
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま

す
。本

企
画
で
は
、
多
感
な
青
春
時
代
を
過
ご
し
思
想
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
西
進
運
動
や
機
械
文
明
が
進
行
す

る
十
九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
の
社
会
・
文
化
事
象
な
ど
を
背
景

に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
民
俗
固
有
の
文
化
に
関
心
を
示
し
、

初
期
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
ハ
ー
ン
の
新

聞
・
雑
誌
記
事
な
ど
を
素
材
に
、
そ
の
後
の
日
本
で
の
著
作

活
動
の
原
点
を
探
り
ま
す
。

（
か
も
と
　
す
み
お
）

○
企
画
展
示

期
　
間：
平
成
20
年
10
月
25
日
（
土
）
〜
11
月
2
日
（
日
）

9
時
〜
17
時

会
　
場：

松
江
市
立
中
央
図
書
館
（
八
雲
資
料
室
ほ
か
）

内
　
容：

三
図
書
館
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
関
係

資
料
、
米
国
時
代
の
新
聞
記
事
、
書
簡
、
写
真
、

デ
ジ
タ
ル
展
示
等

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時：

平
成
20
年
10
月
25
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
17
時

会
　
場：

松
江
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
）

大
会
議
室
　

テ
ー
マ：

「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
」

・
司
会
・
進
行

島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
　
長
岡
真
吾

・
基
調
講
演

「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
時
代
―
ク
レ
オ

ー
ル
俚
諺
集
『
ゴ
ン
ボ
・
ゼ
ー
ブ
』
の
こ
と
―
」

熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
　
西
川
盛
雄

・
小
講
演
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
弱
者
へ
の
ま
な
ざ
し
―
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
」

北
九
州
市
立
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授

ロ
ジ
ャ
ー
Ｓ．

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

「
世
紀
末
の
激
変
の
は
ざ
ま
で
―
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』

と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
―
」

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
学
研
究
科
　
中
川
智
視

・
小
講
演
・
演
奏

「
ハ
ー
ン
の
い
た
風
景
」、「
ハ
ー
ン
が
聴
い
た
ニ
ュ
ー
オ

ー
リ
ン
ズ
の
音
」

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
　
小
泉
　
凡

18

 

島
根
大
学
附
属
図
書
館
は
松
江
市
内
の
三
図
書
館
（
島
根

県
立
図
書
館
、
松
江
市
立
中
央
図
書
館
）
と
そ
れ
ぞ
れ
相
互

協
力
協
定
に
よ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
資

料
の
相
互
利
用
や
共
同
研
修
等
の
ほ
か
、
地
域
社
会
と
連
携

し
た
企
画
展
示
や
講
演
会
の
共
同
開
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
明
治
二
十
三
年
に
来
日
後
、
島

根
県
尋
常
高
等
中
学
校
及
び
島
根
師
範
学
校
の
英
語
教
師
と

し
て
松
江
に
赴
任
し
、
作
家
と
し
て
日
本
文
化
や
習
俗
な
ど

を
独
自
の
感
性
と
卓
越
し
た
表
現
力
で
海
外
に
紹
介
し
た
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
一
八
五
〇
―
一
九
〇
四
、
帰
化

名
・
小
泉
八
雲
）
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
ハ
ー
ン
は
国
際
文

化
観
光
都
市
〝
松
江
〞
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
元
で
も
広
く

〈
平
成
二
〇
年
度
三
図
書
館
合
同
企
画
展
示
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

『
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
』

―L
a
fc
a
d
io
in
A
m
e
ric
a

―

2008年企画ポスター

パンフレット（A4、16p.）

図
書
館
専
門
員
　
加

本
　
純

夫

イベント告知板  イベント告知板  イベント告知板  
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「淞雲」は、学生や教職員の皆様からの記事の投稿を受付けています。最近読ん

だ本の書評や図書館について思っていること、島大図書館の資料について研究した

成果など、図書館に関する内容の記事ならなんでもOKです。ブック★コンパスで

展示されている図書の書評も歓迎します。詳しくは、原稿執筆の手引きをご覧くだ

さい。（http://www.lib.shimane-u.ac.jp/0/shoun/）

●医学分館

☆「淞雲」への記事の投稿について

■デジタル・アーカイブシステムを披露（2008．9．30）
学内外の貴重資料や地域史料をデジタル画像として収集、蓄積し、教育、研究活動に提供する「デジタル・ア

ーカイブシステム」の、学内向け披露式を開催しました。式では、各分野の研究者から、今後幅広い利用が期待
できるとの報告がありました。

■図書の刊行（2008．3）
医学分館が所蔵する大森文庫の古医学書をもとに、当時の出雲の医療事情を綴った『華岡流医術の世界―華岡

青洲とその門人たちの軌跡―』を刊行しました。

■第4回島根県病院図書室セミナー開催（2008．3．6）
島根県内の医療関係機関所属者および図書室担当者を対象に、職員のスキルアップと相互交流を目的として、

医学分館を会場に毎年開催しています。今年度は18名が参加しました。

■卒業生から図書の寄附（2008．3．24）
平成19年度医学科・看護学科卒業生から、卒業記念として図書を寄附していただきました。学位授与式の後に

行われた祝賀会で、卒業生代表から目録が贈呈されました。

■看護部新入職員オリエンテーション（2008．4．3）
附属病院の看護部新入職員研修会において、図書館の利用についてのオリエンテーションを開催しました。41

名の参加があり、図書館の利用法やOPACでの蔵書検索の方法、各種データベースや電子ジャーナルの概要等に
ついて説明しました。

■出雲市立図書館との共催で企画展示会・講演会開催（2008．8．23－8．24）
出雲中央図書館を会場に、「出雲にもたらされた華岡流医術の世界―島根大学附属図書館医学分館『大森文庫』

に学ぶ―」を開催しました。講演会は約70名の参加、展示会には123名の入場がありました。会場が公共図書館
だったこともあり、和やかな雰囲気の中で貴重な史料を身近に感じられる機会となりました。

■第17回島根県医療関係機関等図書館（室）懇談会総会開催（2008．9．17）
14機関から16名が参加し、島根県立こころの医療センターにおいて開催されました。講演、発表や情報交換な

ど、充実した内容となりました。


